
SKYMENU 活用授業 実践レポート 

 

お名前 鈴木 健太 学校名 安城市立安城中部小学校 

実施学年 ４年 教  科 学級活動 

単元名 特別活動「リアルとネットのコミュニケーションについて考えよう」 

≪学びを深めたいポイント≫ 

≪SKYMENU 活用のポイント≫ 

≪実践内容≫ 

 学習活動 SKYMENU 活用場面 活用のポイント 

導 

 

入 

１ NHK for School の動

画教材 

「スマホ・リアル・ストーリ

ー たった一言のちがい

が‥」を視聴する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２の活動を充実させるため

に、動画の視聴中は、静かに

動画を視聴するように指導

する。 

本学級の児童に事前の調査したところ、普段の生活でもスマートフォンやゲーム機によるネットでのコミュニケー

ションをしたことがある児童が多くいた。一方で、「全くしたことがないからどんなものか分からない」と答えてい

る児童も多くいた。NHK for Schoolの動画教材「スマホ・リアル・ストーリー たった一言のちがいが…」を教材

とした。リアルとネットのコミュニケーションについて考えるにあたって、SKYMENU の「気づきメモ」でネットのコ

ミュニケーションを体験することで、リアルとネットのコミュニケーションを比較することができ、学びを深められる

と考えた。それぞれの良さと悪さについて考えることで、自身のコミュニケーションについて振り返り、実生活に生

かすことができると考える。 

これまでにネットでのコミュニケーションを体験したことのない児童にも、「気づきメモ」で体験させることで、リア

ルとネットのコミュニケーションを比較できるようにする。また、振り返りでも活用することで、友達と気づきを共有

し、「いいね」を押すことで、友達の考えに触れ、学びを深められるようにする。リアルとネットのコミュニケーション

の良いところと悪いところを「発表ノート」で表にまとめる活動を行うことで、友達と考えを共有し、自分の考えを見つ

め直せるようにする。 

＜内容＞ 

無料通話アプリに夢

中の小６の凛。しか

し、言い回しを誤解

されたことで、仲の

良い友人達から仲間

はずれにされてしま

う。 



展 

 

開 

２ ネットのコミュニケーショ

ンを体験する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ リアルとネットのコミュニ

ケーションの違いを表で

比較する。 

 

 

 

 

 

 

 

気づきメモで、意見を出し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提出箱で友達と意見を比較する。 

ネットでのコミュニケーション

を体験させるために、会話で

はなく、気づきメモのみで感想

を伝え合うようにする。 

 

ネットのコミュニケーションの

良さに気付けるように、他の児

童のメモに「いいね」をつけた

り、スタンプを押したりするな

どの機能を使っている児童を

賞賛する。 

 

ネットのコミュニケーションの

悪さに気付けるように、連投や

心無い言葉など、不適切なこ

とをしている児童がいれば意

図的に取り上げる。 

 

 

リアルでのコミュニケーション

の良さに気付けるように、困っ

たときには班で質問してよい

ことを伝える。 

ま 

と 

め 

４ 振り返りをする。 

 

 

 

気づきメモで振り返りをしたり、共感した意見

に「いいね」を押したりするようにする。 

教師も、適切な振り返りがで

きているメモに「いいね」を押

す。 

≪実践を振り返って≫ 

児童の振り返りでは、「ネットとリアルのコミュニケーション、どちらにも良さがあるので、上手に使いたい」「ネット

では、文章を読み返してから相手に送ろうと思った」「今まで、ネットでおしゃべりしたことはないけど、これから気

を付けていきたい」といった、コミュニケーションについて考えるきっかけになったことが伺えた。「気づきメモ」を

使うことで、これまでネットでのコミュニケーションを体験したことのない児童も体験でき、リアルとネットのコミュ

ニケーションの良いところと悪いところについて考えることができた。今後も児童が情報化社会で適切な活用が

できるように、情報モラルの指導を継続していきたい。 

 


